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ヒマラヤ保全協会と川喜田二郎の 50年間を振り返る
　
ヒマラヤ保全協会は、2024 年に活動開始から 50 周年の節目を迎えました。今回は、ときに

正論で、ときに奇抜でもあった「川喜田式アクション＝リサーチ」の、多様な事業の系譜をたどっ
てみたいと思います。 
　本会は川喜田二郎先生（図 1）が 1974 年 7 月に設立した、「ヒマラヤ技術協力会」(ATCHA)
を前身として、1993 年に ATCHAとキング・マヘンドラ・トラストが合併する形で誕生しました。
初代会長には、外務大臣や JBIC 総裁などを歴任した大来佐武郎（1914 年～ 1993 年、1971 年
にマグサイサイ賞受賞）を会長に迎えて発足しました（図 2）。
　はじめに、川喜田先生はヒマラヤ保全協会につながる活動の動機を次のように語っていました。

「この動機の半分はヒマラヤの土地と人々へのわたしの愛情である」 
『川喜田二郎著作集 (9)』 p.295

その活動は紆余曲折ありながらも、ネパールを中心に半世紀にわたり、国土緑化と国際技術協力
を続けてきました。そして、その活動の根底の哲学を次のように言い表していました。 

「現世と感動的につきあう能力を、回復しなければならない。 
『世界を悩む』これが中核の思想である」

ヒマラヤ保全協会 . 1992. 『第 1回山岳エコロジースクール報告書』 p.8 
そして、「ヒマラヤでの仕事は語りつぎ言い継ぎゆかん、である。（中略）近頃はやりの自己実現
などを最高の価値にしてはいない」とも言い表して、活動の形骸化や理想の空洞化に懸念を示し
てもいました。
　本会の活動の原点は 1974 年のシーカ谷での《簡易水道とワイヤー軽架線の設置（P&P）》か
ら始まりました（図 3）。その後も、自然力揚水ポンプの設置や、架橋などのインフラ整備に加え、
国際総合山岳開発センター（ICIMOD）の設立提言をネパール政府とUNESCOにも送りました。
90 年代には、1992 年 3月に第 1回《山岳エコロジースクール (MES)》の開催や、1994 年 2月
13 日に国際ロータリークラブと共同でムスタンのジョムソム村に「地域開発センター」《ムスタ
ン・エコミュージアム》を開設（図 4）するなど、新規性の高い事業で一般参加者への門戸を開き、
積極的に環境教育などにも取り組むようになりました。2000年代には、川喜田先生の最後の仕事、
パウダル村でのチーズ工房開設（図5）に始まり、森林保全や果樹栽培によるアグロフォレストリー
（図 6～ 7）、女性のエンパワメントを目指した機織り工房と紙漉き工房の設営（図 8）を実践し
ています。そして、昨年からは桜苗の植栽によるフラワー・ランドスケープ創成を開始し、地域
の人々が求めるニーズに柔軟に対応した活動を展開しています。
 
　こうした活動を振り返ると、川喜田先生の理想と思想の最奥にあったものとは青臭い人間味で
あり、その活動の根源とは、まさに《人間賛歌》そのものであったということができるのです。
これからもニンゲン・川喜田二郎の理想を受け継ぎつつ、ヒマラヤ保全協会も邁進していきたい
と思います！ 
 

相馬 拓也

IHC会長現 地 報 告 京都大学 特定准教授
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『ヒマラヤに架ける夢』　川喜田二郎 編・著　

川喜田二郎先生は、日本の地理学者・探検家であ
り、ネパールをはじめとする多くの地域でフィー
ルドワークを行いました。著書『ヒマラヤに架
ける夢』では、ヒマラヤ保全協会の活動の軌跡
を現地の人々との交流を通じて得た深い洞察力
や独自の発想法である「KJ 法」に基づいた考察
で示されています。簡易水道パイプラインや軽
架線ロープラインを巡る活動記録は、現地の昔
と今を繋ぐ貴重な資料であり、活動継続のため
の必読書です。　   　　　　 　   （記・稲田 喬晃）
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高橋 輝行
特任研究員現 地 報 告

「生活林づくりを通した山村復興支援プロジェクト（2010 年～ 2015 年）」の
効果検証 

　本会は 2010 年から 2015 年にかけて、JICA 草の根技術協力事業 (JPP)（平成 22 年度第 1回
採択案件 1003654）「生活林づくりを通した山村復興支援プロジェクト」（以下、当プロジェクト）
を実施しました。当プロジェクトではカリガンダギ河流域の6ヵ村63地点において、約23万本、
およそ 140 万㎡の植林を実施しました（相馬 2021）。
　当プロジェクトの開始から約 15 年が経過したことから、現在、プロジェクトサイトの中期的
な植生回復状況に関する定量評価研究を進めており、その成果の一部をご紹介します。

　当プロジェクトは、ダウラギリ県ミャグディ郡およびパルバット郡の 6村落（サリジャ村、ド
バ村、ベガコーラ村、ダグナム村、ジーン村、バランジャ村）で実施されました。各村落には計
68カ所のプロジェクト事業区が存在しており、2015 年 5～ 10 月にかけてGPS 機器を用いた実
測によって各事業区の境界データを取得しています（図１）。

 図１　各プロジェクトサイトの位置（相馬 2021 より）
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　今回、植生を評価するデータとして、衛星画像から取得された正規化植生指数（NDVI）とい
う指標を用いました。NDVI は植生の活性度を示す指標で、この値が大きいほど、地上の植生が
多いこと意味します。
　さらに本研究では、傾向スコアマッチングと呼ばれる統計学の手法を用いて、プロジェクトの
実施されたエリアと実施されなかったエリアを比較する、疑似的な実験手法を採用しました。こ
れは医学研究等で行われる対照実験を模した研究デザインであり、プロジェクトの効果検証を精
密に行うことができます。
　分析の結果、当プロジェクトが行われたエリアとそうでないエリアをでは、NDVI に有意な差
が確認されました（図２）。この差は 2018 年～ 2022 年にかけて、年を追うごとに拡大しており、
当プロジェクトによる持続的な植生回復効果が確認されました。

図２　プロジェクトサイトによる植生回復効果の推定結果

　本研究により、当会によるコミュニティ参加型の植林事業の有効性と持続性を、定量的に検証
することができました。この研究成果は2024年日本地理学会春季学術大会で発表されており（高
橋・相馬 2024）、今後は国際的な学術誌での発表を目指しています。
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寄付で支援する
100 円で１本の木がヒマラヤに植えられます。
１口 3,000 円から何口でも結構です。
右記の振込み先にご送金ください。

マンスリーサポーターになる
毎月 1,000 円からマンスリーサポーターに
なることができます。
マンスリーサポーターの皆様には、
「活動報告書&計画書」年１回）
をお送りします。

■ みずほ銀行新宿南口支店
　 普通 2005209
　 NPO法人　ヒマラヤ保全協会

■ 郵便振替
　 00100-0-709154

会員になる
年会費：個人会員 5,000 円・団体会員 30,000 円
会員の皆様には、現地の活動が盛りだくさんの
会報『シャングリラ (Shangri-la)』をお届けします。

※銀行振込みをご利用いただいた場合は、
ご氏名（ふりがな）とご住所を、
e-mail にてご連絡ください。

詳しくは、
NPO法人ヒマラヤ保全協会の
ホームページをご覧ください。

　ヒマラヤ保全協会 50周年記念事業として、サクラ・
プロジェクトが始まりました。日本の桜苗をネパール
に運び、ポカラのレイクサイドにある駒ヶ根友好公園
とバシュンドラ公園に植樹しました。
　長年における皆様のご支援ご協力のおかげで、たく
さんの苗木をヒマラヤに植林することができました。
これからも活動を継続していき、できる限り現地の方々
と共に緑の絆を繋げていきます。　　　　　　（右 写真）
（表紙写真：記念植樹祭式典  ポカラ・バシュンドラ公園）

ヒマラヤ写真便り 撮影  稲田 喬晃

だより事 務 局
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